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１．国立公園制度100周年記念事業

令和５年８月４日（金） 新時代のインバウンド拡大アクションプラン推進会合＠総理大臣官邸 環境省資料
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２．「国立公園ものがたり」の意義

●「国立公園ものがたり」により

●国立公園のブランドプロミス それぞれの国立公園独
自の物語を聞き書きと
いう手法で可視化し記
録に残す

 地域及び次世代に物語が浸透
 国立公園に対するブランド意識の醸成
 来訪者の感動や学びの深まり
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３．成果物

今年度は、三陸復興、尾瀬、吉野熊野、阿蘇くじゅう、やんばるの５公園で実施

令和６年度（初年度）実績

釧路湿原国立公園 雲仙天草国立公園西海国立公園大雪山国立公園
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４．活用状況

●国立公園関係地域内の以下の施設等に冊子を配架
・国立公園ビジターセンター
・公共施設（役所、図書館など）
・駅、空港
・観光、宿泊関係施設
その他
・地域の次世代向けに学校等の教育施設での活用

・地元メディアへの配布、記者説明会の実施など

国立公園ものがたり特設サイトでは、それぞれの冊子のPDF版や動画を閲覧可能
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５．QRコード

環境省公式HP「国立公園に、行ってみよう！」内
国立公園ものがたり特設サイト

釧路湿原国立公園

西海国立公園

釧路湿原国立公園

大雪山国立公園

大雪山国立公園

雲仙天草国立公園
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